






49 回、地区社協が 20 回、その他が 8 回、合計 77 回実施しており、特に義務教育での障害理解の啓発活動に大
きな役割を担うものである。



















のなかでも DET がどのような研修かを知らない人がいたため、共同研究者のすべてが DET を経験できるように
した。２）については、その後、小学生（高学年）を対象とし、福祉出前講座の機会を用いて実施するにあたっ
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3 結果
1. DET 実施
　場所は、浜松市福祉交流センタ ２ー階大会議室、日時は、2017 年 1 月16 日 13 時 30 分から16 時 30 分ま
で実施した。ファシリテーターは、共同研究者である楠目が中心となり、笠原、大川がサポ トーをするかたちで





回数 実施日 場所 内容
第１回 2016 年 12 月16 日 浜松市福祉交流センター
以下の内容にて実施した。
・今後のスケジュール確認








DET 実施（2017 年 1 月16 日）




















小学生向け DET 実施（2017 年 3 月 20 日）、その後振り返り
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（２）A 氏インタビュー結果




　A 県において、人権教育のモデル校に A 区のなかの近所の学校が選ばれた。それを区社会福祉協議会が

















　40 分を 2 回行ったが、その間に休憩を入れたので、全部で 100 分程度だった。
【場所・人数・グループ構成】











保健福祉実践開発研究センター_2016第8号年報_本文.indd   43 17/10/20   13:21
3. 小学生向け DET 実施結果
（1）従来型の DETと小学生向け DET の違い
　以下に、従来型の DETと今回小学生向けに考案した DET の違いを以下に示す。
従来型の DET 小学生向け DET




















　場所は、浜松市福祉交流センタ ２ー階大会議室、日時は、2017 年 3 月 20 日 13 時から14 時 30 分まで実施
した。ファシリテーターは、共同研究者である笠原、大川が中心となり、楠目がサポ トーをするかたちで行われ
た。当初は小学生（高学年）ということで 4 年生から 6 年生を対象にしていたが、兄弟で参加したいとのこと
で低学年生（1 ～ 3 年生）と高校生の参加希望もあったため、参加を認めた。参加者は 16 名であったがその
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